
P'波の焦線附近に於ける観測結果

特に振幅の配布と光亭類似の現象に就て(概報〉

森田 稔

1. 緒言昭和10年 12月14日10時 49分頃我圏各地測候所の大部分で観

測された地震があった。記象は小さいもので、はあったが，一種特別の恰好をな

し，始まりの方を見ると週期の短い震動が緩いて一見近地地震の如く見えるに

拘らす;<8相と認むべき波動が一向に見蛍らない。更に各地より報告された褒震

時により地園上に 5秒或は 10秒置きの等笈震線を引いて見ると，夫等，の間隔

が普通日本近還に起る地震に比べて法外に庚く，10。の距離で議震時の差が僅に

25秒といふ割合になる O 更に興味あるととは登震時の早い方に報告の飲けた

所・が数多あるととである O とれは全く普通の近地々震では説明の付かない黙で

あって，後程判明した様に此波が内核を通過した P/で，との還は丁度内核の蔭

に嘗る所であったととが詮されて始めて合黙の行くことである。

斯の如く此地震は我園で観測の多いのに拘らす初め共の本慢が不明で、あっ

た。そとで各地税測所に依頼して記象絞の御送附を仰ぐ一方，外園の報告を待

って共の調査に努めた結果，此地震は南米アマゾン河上流域に登生した深護地

震であるとと，及び、共の P'波の焦線が我園の中部を横断してゐるととが判明

し?我園に於ける上述の如き観測結果の持つ意味が始めて明らかとたった。

此地震は種々の興味ある事責を示したが，就中特に我々の深い注目に値する

ものは (1)内核を遁過せる S波の認められないとと及(2)焦線附近に於ける P'

の振幅が或る特殊の配布をなしてゐるととのこつである O 本文は此地震に闘す

る極めて概略の報告で，始め験測結果より入り，後特に (2)の事項に就き主と

して事賓の記述を行ひ，併せて若干の考察を加へ度いと思ふ。詳細は引綾き精

査の上登表の積りである。

2. p'波に闘する従来の諸研究此際P'に関ずる従来の諸研究に就き一通

り述べて置く必要を感宇る。筆者の知る限りに於てP'に闘する調査研究は P，8
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及夫等の反射波乃至は種々のノ表面波等にょとし，共の数及程度に於て逢に遅れて

ゐる O 査し， P，S乃至表面波は一つの地震ある毎ビ殆ど必宇観測され得るに反

L， P'は其中相営大なる規模のものに於てのみ出現ずるものであって，共の観

測の機舎に乏しい矯めの堂然の結果であらう O

筆者の調査せる限りに於ては P'K関する記載を主眼とした論文には僅に1.

Lehmann のものがあるのみである。とれは 1929年 6月 16日ニ.:z..-v--ラ

ンドの地震に際し西欧で観測された P'vc就て詳細に記述したものであって，

走1寺の議論が重黙をなしてゐるoP/， P/共に明瞭に観測されて居れ 160
0くム

く170
0

の範固にある観測所 23ケ所の走時が水平， 上下の各成分に分けて掲げ
(2)(3) (4) (5) 

てある o B. Gutenber立は他の波と共に屡々 P'にも燭れてゐるが，共中最近c.

F. Richterと共に行った走時の研究は一段深いものである。数個の地震を材料

として， P1'及 P/の直接波のみならす勺廻折波に就ても亦 H.Jeffreys， J.B. 

:M:acelwane等の走時表と比較するととによって詳細な議論をなしてゐるO 市

して焦線及廻折波の生やる機構にも一言縮れて居り，共の詳細な貼に至つては

未だ確信ある仮設を提出し得ぬと述べてゐる。 Gutenberg の如く他の諸相の

記載に交へて P'を取扱ったものには此他 Macelwane， G. KTumbach及 A

Sieberg， Krumbach， C.G. Dahm， Lehmalln等の論文があるO 此中初の三つは

(1) 1. Lehmann， P'as read from the Records ofもheEarthquake of J une 16七

1929. Gerl Beitr. z. Geophys. 26 (1930). 
(2) B. Gutenberg， Uber Erdbebenwellen， VII A. Nachr. Ges. 1Viss. Gりもも.Math. 

Phys. Kl. 1914. 
(3) B. Gu白nberg，Abh. Senckenb. Naturforsch. Ges. XIV， 1. CI925). 
(4) B. Gutenberg， Handb. d. Geophys. 4， Lief. .1. 
(5) B. Guもenbergand C. F. Rich胞r，On Seismic 1Vaves (Firsも Paper).Gerl. 

Beiもr..z. Geophys..43 (1935). 
(6) H. Jeffreys， Final Tables， Mimeographed (1933). Times givenもo0.1 second. 
(7) J. B. Macelwa:qe， A prelimillary table of observed travel times of e紅 白qu-

ake wa ves for distances beもeweenlOoand 1800applicable onlyもonormal 
earもhquakes.Saint Lοuis University， ]933 (mimeographed). 

(8) J. B. Macelwane， The SouもhPaci自cEarthquake of June 26， 1924. Gerl. 
Beitr. z.' Geophys. 28 (1930). 

(9) G. Krumbach and A. Sieberg， Die wichtigsもenErdbeben des Jahres 1924 
and ihre Bearbeiもung.Verδff. Reichs. Erdb. in Jena， 11 (1929). 

(10) G. Krumbach，.Die Ausbreiもungvon Erdbebenwellen in grossen . Herdenもfe-
fnungen bei dem Sudseebeben vom 26. Juni 1924. ibid. 16a (1934) 

(11) C. G. Dahm， Epicenter ofもhe.Hawke Bay (New Zealand) Earthquake and 
Travel-times of Condensational Waves. Bull. Seism.. Soc. Amer. 23， (1933). 
NO.4 
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共に 1924年 6月 26日濠洲南方の南極海に起った地震を取扱ったもので，何

れも豊富なる記象例を掲載し，各相に渉って詳細な調査を行ってゐる。就中

M:lcelw3neのものは P'及 S'，を走時を主として綿密に検討し;Krurnbach 

のものは更に之を再検討してゐるo Dahmのものは 1931年 2月 2 日 New

Zealaridに大被害を輿へた HawkeBayの地震の世界各地 113ケ所に於ける

記象を著者自身調査したもので Pn及 P'の調査に力黙を置き， 11心。くムく 18(，。

の範園で 68ケ所の走時の観測値が翠げられてゐて P'の走時の調査としては

稀に見るものである 0，市も之等の淑測値はムニ146
0

で別れた PιP/二本の

走時:曲線の上に可成りよく載ってゐるo Lehmannのものは P'に閲する貼は

上越の同嬢のものと大差ない。此他実に深議遠地々震を取扱った F.J. 

Scrase， V. C. Stec.tschulte等の論文にも P'に関する記述があるが，観測材

料は二三を数へるに過ぎない。

以上は主として概測材料を掲げ， pFの走時に闘する吟味を行った論文であ

る。之に封し，地球内部の震波の速度分布を興へ之に依って P'の走時を計算

したものには， Gutenberg， Jeffreys，等による多くの走時表があり.我園に於

ては手口蓬清夫.益岡医母雨氏の計算さhたものがある。

以上翠げた所を通観するに何れも P'波の走時に闘する議論‘であって，共の

振幅に闘する定量的のものは勿論，定性的のものずら少しく精細なものは見嘗

らない。焦黙の議論と雄も昔 Gutenbergが P'波の震波紋の経路と走時曲線

ム之に加ふるに極く大健の記象の大さとより之を錦約したのに止まれ焦賄

附近の P'の勢力のムに封ずる消長に就て十分なる観測の結果之を責詮した

(12) 工 Lehmann，Die Bedeuもung.der europ瓦ischenStaもionsgruppefiir die、Besト

immung von seismischen Laufzeitkurven. Verhandl. 5 Tag. Balも. Geod. 
Komm. Helsinki 1931. 

(13) F. J. Ecrase， 'Ihe refl.ected waves froill' e.eep focus earthqnakes. Proc. Roy; 
Soc. London (A) 1.32 (1931). 

(14) F. J. Scrase， The Characteristics of a Deep Focus EarthquakQ: a Study ofもh;)
Disもurba:nceof February 20， 1931. Phil. Trans. Roy. Soc. LOlldon. (A). 23 

(1932). 

(15) V. C. Stechschulte， The Japanese Eal'thquake of Ma1'ch '29， 1928， and出e
Problem of Depth of .Focus. Bull. Se旬、m.Soc. Amer. 22， (.1932). No. 2 

(16)' K. 'Vadaもialld K. Masuda， Ollもheも1'avel . time of e紅白quakewaves (Parも
VI). Geophys. Mag. 8 (1934-35). 
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ものではなかった。かくの如くし尤定められた焦黙は共後何人も之を振幅の方

面よ D定量的に確詮するととなくして今日に至った。

3. 験測結果本地震の震央は U.S.C.G.S.により入手72九vV..cp=β0.5S，.J~ 

S.A.により λ=73.
0

3-vV，cp=5九S と奥へられた。共に南米アマグン河上流

の一地黙に嘗るO 筆者は U.S.C.G.S. によって奥へられた震央を仮に採用しF

我園各地観測所の震央距離を計算した。第1固には我園の附近に於ける等震央

距離線と之等に直交する大国の弧とを示す。本国を見れば此地震は p'の特性

を研究する上に

我図で笠み得る

最も好都合怠る

もの L一つであ

ることが判る。

共理由は (1)日

本列島の長軸が

之等の大国の弧

のーと略と一致

し，~めに本邦

各視測所は此研

究に封し:最も能

率よくムの庚範

聞に亘って配置

されたと云ひ

得， (2) P'の焦

第 1 固 等ム線及之に直交する大間

(註) ⑨地震を記録した観測所

0地震を記録しなかヲた観測所

線が本リ十|の中央に来り，従って焦線附近の P'の様子が精細に研究され得るか

らでるる。

本地震は我閣の観測所の大部分に於て記録されたが，とれを地震計・に感じ泣

い観測所・も若干あわ叉嘗然振幅θ大なるべく期待される焦線附近の観測所で

極めて小なる記象を得てゐる所のあるのは特筆すべきことである。例へは、焦線

より僅か.150kmと離れてゐたい宮津，豊岡で記象が甚だ小さし叉蔭に嘗る
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部分ではあるが岐阜が周園の観測j所に比して小さいととも特に我々の注意を惹

く。第1固に於て 53イ問。黒黙は本地震を記録し且つ共の記象を筆者自身で調

査し得た観測所， 8個の白黒占は何の記録も残さなかった観測所であるO

之等の観測所の材料を用ひて引いた初動の走時曲線は第2固の如くである。

第 2閏初動の走時曲線 ー 此園の震央距離

は前述の震央よ「一
F説

鴻

忍

0上下申ICfI:t) .水平副 e杭1，x i相

り計-算によって

定めた'ものであ

るがy 寅は此の

震央は我園各地

観測所の材料に

よる等議震時線

より街則される

震央方向と若干

P食違ってゐるので，此の走時曲線は共~めに観測黙の若-干のパラ付きは免れな

い。筆者は二弐近似法により観測貼のパラ付きを小さくする如き震央位置の移

動を試み良好なる結果を得た。之に就ては三えの報告で詳述ずる積りであるO 第

2固に於て，賓線で描いた走時曲線は Macelwane，Brunner，. Dahm等によっ

て奥へられた P1'のそれとはム軸に封ずる曲線の傾きに於て可なりの相違が

あり，叉 Gutenberg及 Richterによるものとも異る。との寅線は台相に

封ずるものであるが，ムく 14心。の範園で S相をとって金範園の走時曲線を考

へて見ると，とれは Gutenberg等によって奥へられたものと可成りよく一致

するととがわかる O 但しとれは曲線の傾きに関する議論であって，時聞に就て

総程的に早い遅いの議論ではない。とのととに就ては震源に於ける登震時を正

確に決定した上でなければ何とも云ふととは出来ない。叉此地震の記象を見る

に Lehmannも述ぺてゐる如く，概して上下動に於ては水平動に於けるよりも

初相が数秒早目に出てゐる傾向が見られる。

此地震の震源の深さを (1)西欧に於ける P--pP (2)我図に於ける P:"'pP'

(3)我図に於ける P'--H(Hは震源に於ける褒震時で u.S心 G.Sによって興
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へられた値 1ドh3幻1.3伊mG

はあるが目略各よ一致せる値 6佑50他kmを得る。

主たに各地の記象の形を通視す・るに，成分により叉ムによって可成りの注が

あるO

(1 ) 水平動。震動は比較的定常的であって.衝撃性の波は初動の部分でも認

められない。叉ムによって記象型にさしたる差異は認められすら何庭でも同

じ様な恰好の同じ様な振幅の震動が大約1分宇位績いてから7 多少週期の長い

震動となれ夫と共に念速に減衰してゐる。平均の最大動の週期は戸北動東西

共に2.6秒で、あった。

(2) 上下動O 記象型はムによって可成り迷ってゐる。内核の蔭に嘗る部分

では震動は水平動に於けると同様定常的であるが，焦線に近くなると様子が大

分愛って，約4秒長きに二三岡強い衝撃性の波が来てゐるのが目立つ。但し此

の蓬では未だ振幅の小さい定常振動的の波もあって 1分位緩いてゐる。第3国

はiE山に於ける初動附近の貴 鵠 3国亀山に於ける上-F動の初動部分

し

と

分
川
動

積

震

度

の
2

的

を

論
之

理
，
た

と

れ

象

ら
記

め
の

求

際

て

を示すものであるが，見て直

ぐ解る通り，地震計の描いた

ものと理論上の夫とは7f九位

和，振幅等に於て可成りよく

一致してゐる。我々の想像と

は些かかけ離れた様な短い週

一一一一一記 象

ーーーーー・記象た積分

して得た地

勤

期の振動と，之に重って振幅

の大きい衝撃性の波とが来てゐるととが判る。更にムが増して焦線より.遠く

離れるに従ひ，此の定常的の振動は歩っと小さくなれ衝撃性の波も亦段々週

期がのび、て，記象の上には三つ四つの比較的丸味を帯び、た波動だけが目立って

見える様にたる。

(1) 此の手績は河角氏の御好意によることを特記 L謝意を表する。 t 氏はインテグラアに

より此の積分を機掠的に遂行された。
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ラたに各地観測所に於ける震動の大さを調べて見る。各地に於ける震動の模様

は既に記した如くムが 140
0

位より大なる地域の上下動を除く他は皆定常振

動的で、あって，記象上特に大きい震動は見られない。之は注目すべき現象であ

る。今各地の震動の大さをムに従って比較して見ると興味ある一事寅を見出

す。それは震動の大さがムと共に或る規則性を以て変化してゐることであ

る C 今との関係を定量的に示さんカ~~めに，各地の記象中の最大動を讃取れ

之を振動倍率mで除したもの MN，ME， Mz，とムとの関係を園示して見ると

第4園の如くなる。同国に於ける曲線は観測黙に出来る限り忠寅に引いたもの

である。同国より三えの諸事責を指摘するととが出来る:(1)ム=141
0

(地表面地

震に直せば 14~0) 蓬に於て震動の大さは最大となる。震央距離のとの値は従来

考へられてゐた焦線の位置とよく一致する。 (2)震動の大さはムニ141
0

よりム

の大及び小なる方へ一様に小さく左って行くもので、はなし幾つかの極大極小

を経ながら漸弐に減少して行く o(勾幾何光撃的に内核の蔭となるべき部分に入

り込む震波は然らざる部分に来るものに比し，焦線の附近に於ては共の勢力に

於て劣勢で、はない。 (4)ム=147
0

建に焦線の昔s分に於ける強さと同程度の優勢

な極大が現はれる。 (5)振幅曲線は概して念激に極大より極小に叉極小より極大

にうつる。但しとの傾向は上下動に於ては水平動に於ける程著しくはない。

以上の観測結果を纏めて第1表に示す。

第 1 表

後震時:1酔 i 最 大動振幅 | 
A pP'~P' 

MN|ME lhAbu 
135.06 

'tI~ 'Jf.必 s '111; s μ μ 
1.μ 0 1.μ 8 盛 岡 4919.4 4933.8 一 O O 

オt 津 135.46 32 32 4.0 6.4 一

f出 選 136.12 26.5 34.9 3.4 3.4 7.4 8.6 

踊 島 136.76 29.6 34.3 2 36 3.8 3.5 2.9 2.7 

7k. .戸 137.51 31 36.0 一 5.5 4.9 10.5 1.1 

~j~ 子 137.68 35.4 一 一 O O 4.0 4.5 

柿 問 137.78 31 31 2 42 8.1 7.3 3.5 4.4 

宇都宮 137.79 33.2 一 一 5.7 6.0 

(1) Z成分に於ては材料不足の矯め此の現象が確められなかった D
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A 
6 相 Ii相

pP'--P' I __ I __' I Mz 

MN 1 MEI18による値IVによる値
m lD 1叫 s 

7μ ，6 4μ .6 10μ .2 10μ .4 F包 49.35.0 4935.5 

東 京 138.39 35.9 37.0 一 13 12 7.1 13 

ーR豆I]・ 橋 138.42 35.5 36.8 2 34 9.7 5 12.5 13.5 

遁 分 138.78 36.0 36.3 一 16 一
長 野 138.81 36.6 37.5 2 46 13 14 3.5 8.2 

信M 崎 138.81 36.3 38.5 一 18 12 16 20 

身世 津 139.07 一 一 19 11 14 

革命 島 139.20 38.0 38.0 ， 一 26 27 16 23 

甲 府 139.23 37.6 37.6 2 40 36 52 12 14 

沼 津 139.24 40.0 一 11 12 一 一
三，島 139.31 36.7 39.3 14 14 6.2 7.1 

信E宇t rJ~ 139.40 38.4 38.4 2(13 
17 17 13 11 13 

八丈島 139.86 37.7 39.3 一 19 16 31 36 

御前崎 140.06 39.0 39.0 一 13 12 63 43 

演 松 140.31 41.1 一 19 19 57 45 

!民 阜 140.48 40.6 41.4 一 11 9:5 36 41 

名古屋 140.55 40.5 40.5 一 59 33 48 44 

伊吹山 140.78 8.8 一 一
彦 キ艮 140.91 41.0， 一 44 36 54 61 

議 rJ~ 14:1.13 42.3 39 31 71 104 

父 島 141.20 40.7 一 13 15 33 52 

京 都 141.41 45.8 9.7 12 16 21 

主三迂型車. 岡 141.54 43.8 2 13 3.3 5.9 17 24 

大 阪 141.75 一 41 38 23 34 

示中 戸 141.99 50.8 一 8.4 21 24 27 

和歌 山 142.26 44.9 2 35 9.5 14 29 29 

湖 自甲 142.39 44.8 一 7.6 7.9 22 25 。H 本 142.40 45.0 一 11 6.2 11、

千患 島 142.79 一 3・ー 10.3 16 一 一
室戸岬 143.46 一 一 一 5.1 5.0 一 一
斡tヨ 口 143.46 55.3 一 2 31 28 12 一
τI司当・ 全日 143.75 49.0 一 8.0 3.9 20 25 

漬 同 143.76 一 3.2 2.4 6.5 7:6 
町民

民 島 143.81 49，0 一 2.4 1.2 2.1 13 
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護震時:10九 最 大 動 振 。高
ム

e相 Ii相
pP'--P' 

MN I ME Iおによる値M|VZによる値

144~50 
'111レ s μ 

2μ :6 
μ μ 

仁 )11 4951.0 2 24 2.4 13 18 

清 ァ1" 144.65 50.4 27 6.9 一 18 21 

ブミ 丘15 144.88 55.9 4.月 R.2 

釜 rJ-1 145.20 52.8 一 4.0 2.:.! 一

市品 1M} 145.61 53.7 一 2 38 7.δ 5.9 lG 17 

貴島 本 H6.02 56.1 2 39 13 14 

r凸~・ 1奇 146.17 53.0 2 29 11 11 ]2 14 

温泉岳 146.27 2 27 一 10 

長 崎 146.57 56.6 2 33 2.8 7.9 4.5 6.1 

鹿児島 146.97 一 55 44 

官sl ロー 147.25 59.1 2.2 2.6 /J、 /J、

名 瀬 149.80 5001.3 2.3 2.3 一 一。

那 事j 152.68 4959 一 7.4 一 一

三室 東 159.08 5011.0 一 一 一

~(Peichiko 152.32 4659 一 11 12 一

4. 結果に劃する考察我々の重大な仕事は第4固に於ける]¥1"，-，ム曲線の

有する意味を筑明するととに在る。その免めになすべきことは先づムに従っ

て班を変化せしめる如き種々の因子を拾ひ出し，之等の影響を吟味するとと

である O

第 5国震波 線 図
今か Lる因子として我々が普通に考へ得

るものを弐に列翠すれば， (1)護震機構 (2)

内核の表面に於ける反射屈折(め地表面に

於ける反射 (4)震波線の膿がりの影響 (5)

震波線に沿ふての勢力の減衰である。

扱て之等の原因を一々検討した結果によ

れば，之等の影響は M をして第 4固に示

す如き変化を起さしむべく徐りに小さいも

のであれ且つ夫等の影響は殆ど凡てムと

共に単調に愛化し第 4園の如き振動的のも
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のでないととが知れるO それはさたの簡単な吟味によづて解る通りであるがF 皐

に-:j(表を見た丈けでも明かであるo ~く表は第 4 国 M""ム曲線に於けるムの

最小及最大値なる 13げ及 1460

に封ずる震波線(第 5園f1，fz)に属する各種

の量を示したものであって， Macel、N'aneの走時表を基とし震波線の関係、式

今土=constにようて計算したものである。

IXI Okm:-V， ~35~山c l白い=山ljsec叫戸山
5.0kmjsec 

~in I ム Ii ~'i A'jAム(A'jA)io ('/)0) 。
3C37'(35kmlsecVh '2r32'joml  

1350 510(5.043F12003 今o27' r 5022' . r 0.047 
254 (‘35I1l1003' 9.61iト [2010 J v.... 0917 4(，7 (5.0 

(1 )登震機構の影響。上表に見る如く，震源、に於ける震波線の開きの角は僅

に 2
0

27'であるから，との免めに M に大なる愛化は生じないと思はれる。

(2) 内核の表面に於ける反射屈折の影響。との影響に就ては本多.杵島，窪

田三氏の計算されたものがある O 今の場合内核表面に於ける震波の入射角は上

去に示すま日き値をとり，震波紋 fbfZの入射角の差は高々グ程度であるから，

との影響も小さいととが略ょ想像されるが，上表の数値を見て一層明確である O

同表の A は内核入射直前の P 波の振rt，A'は内核通過直後の振$高であって，

邸ち A'/Aは Pi皮が内核を通過した矯めに振幅の減少する割合を示す量であ

るofr， fzに封する A'/Aの差は僅々数%で，而も之はムと共に皐調に愛る

ものである O 但し之等の数値は内核境界面の内外に於ける常教に弐の如き数値

を奥へる場合に得られるものである O

境界商の外側

グ 内側

密度

6.0grjcm3 

9.5 

P波の速度

13.0kmjsec 

8，5 

S波の速度

7.25kmjsec 

O 

(3) 地表面に於ける反射の影響。地表面に於ける入射角らを旬。=3.5km/sec

及 5.0km/secなる 2つの場合にうき求めて見ると，前表に掲げた如く何れも 50

以下である O 市も fHfzに於ける差は 1
0

内外の小なる値であるから，考慮の

必要はない。

(4) 震波線の蹟がりの影響， (5)震波線に沿ふての勢力の減衰，吸牧。之等i乙

就之は別に計‘算を試みなかったがパ4)に於ては震波線の績がり方は，内核の表
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面に於ける f1，f2の入射角が小なる故，ムと共に大した愛化はないことが想像・

され，(ら)に就ては従来の P'波の観測より見ても注中の減衰吸収等は小さいも

のであれ且っこ Lに取扱ふ範圏内で、はムに従ってさした愛化はなく且つ単

調であると思はれるO

以上，考へ得る種々の因子に就き吟味を試みたeが，結局第 4固に示す如き M

の愛化ば之等の因子によっては生じないととを知った。筆者はと Lに於て之を

説明ずる震に従来考へられてゐなかった震波の内核による廻折及干渉を考ヘて

見た。

5. 波動光撃的類似 光事現象に於て，賄光源とスクリーンとの間に光，撃的

障碍物を置けば、之より出る光線はスクリーン上に明暗の縞を生十るととが知ら

れてゐる O 此の光撃的現象に類似の現象が光波を地震波に代へ，内核をレンズ

と見倣し，地表面をスクリーンと見て，地球の内核を通過する地震波に劃して

行はれはしないだらうか。

地震波も光波も共に波動といふ黙に於ては同ーのものであることが，地震撃

に於ける震波紋の議論を幾何光事の犬を共佳遁用して事責と何等矛盾を生守る

ことなく此慮まで百受注せしめて来たのであるがF 之を更に横張してF 波動光事

的諸現象と共議論とを地震撃的諸現象と共の議論とに、適用するととは出来ない

であらうか。此の問題を解決するには地震波と光波との夫々の特性を検討し，

併せて地震波の媒鰹たる地球の構造と大いさが，波動光撃的現象に類似の現象

を寅際観測に可能なるスケ{ノレとオーダ{に於て現出せしめ得るものであるか

否かを調ぺるととが必要である。今此の一般的の議論は他の機舎に譲れ筆者

は嘗面の問題に霊ましてのみ必要な考察を加へて見ょう O

先づ光波が廻折現象を生ヂる魚めには (1)波動に相嘗の長さの連情 (cohe

rence)の存在するとと， (2)光源がー黙なるとと，の二俊件が必要で、あるふ而し

てと Lに取扱ふP'波は此の二僚件を共に充己てゐる O 何となれば，(1)ム>140

の範聞のム下動に於ては治不十分で、あるが，それを除く他は何れも波動に相官

の長さの連結の存在するととは就に述べた通りであれ (2)震源に於ける登震の

有様は貼光源的特性を持つものと見倣し得るからである。但し此の場合地球内

の震波は主として尖の二黙に於て普通の光与さ系と異るけれ共，それは廻所現象
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。にとって考慮ずべき根本僚件では友いと思怯れる:(1)光波は横波友るにおし

P'波は縦波なるとと 1 (2) 媒慢が光皐系の如く一様で友く，共~め震波の波長

が絶えす愛化すること O

以上，此庭に取扱った震波の場合が波動光事現象に類似せしめ得られるか否

かに就き --Jf~の考察を試みた。然らば此の場合最も類似せる光皐的モデルは何

かといふにァそのーっとして虹がある。其の水滴叉は霧滴を地球の内核に封庭

せしめれば共ま L嘗面の問題に引直すととが出来る O

但し此庭に現はれた振幅の紡には第 2節 (3)の項で述べた如き著しい特徴が

あれ虹群叉は草たる一枚のレンズによる廻折像とは共の趣を異にしてゐる O

此の如き大えにる第二の極大の生歩る所以は恐らく P'rと Pらとの愛方の廻折像

の干渉にあると思はれる。此の考を裏書きする一事震は丁度第ーと第二の大な

る極大の中間部ちム=1440

遜でエネルギーが一般的に弱まってゐるととであ

る。即ち Pr'による廻折像と P/ による夫との位相が焦線で一致して互に強

め合ひp それよりムが増ずに従って漸次位相がづれると共に強さを減じム=

1440

還で共のづれが?と友って最も弱め合ひ，更にムが増ずに従ひ再び強く

たってム=1470

で最も強め合ひ第二の大なる極大をつくるものと考へられ

るO 此の見方の定量的確認は後の機舎に譲る O

6. 結語此の問題は更に豊富友る概1Jil]材料に基き事賓の確認に努め，其上

で定量的取扱に入り度いと思ってゐる O 叉虹の類似を取入れた理論的考察も試

みる積りである O 光皐に於ける普通の場合と異り 1 i皮動を停へる媒質が均質で、

たいととは，此の問題の理論的取扱を国難ならしめる大在る障碍であるが，若

し之等の困難が克服せられ，此の問題の完全なる解決が見られたならば，宛も

光撃に於て幾何光与さより波動光撃に路進せる時と同様の進歩が地震事及地球物

理墜全般に亙って魚され，地球内部に於ける地震波停搭の有様，地球内部の構

造等が一層精細に判明するであらう O

本調査に際し有益友る御注意を・頂いた岡田牽長及び藤7京，和達雨博士に深謝

し叉各測候所各位並びに本墓地震掛の本多博士，驚坂氏共他の諸氏より賜った

御協力及製園の努を執られた地震掛波佐谷氏に封し深甚の謝意を表する。

(昭和11年 5月'20日 中央気象茎にて〉

(1) 藤原先生の御注意による口
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